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良い経営者を目指し、共に学び、共に育とう！

商い話
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　2020 年 5月6日㈬と19日㈫の二度にわたっ

て、緊急WEB 例会（経営労働委員会主催）

がひらかれ、延べ 30人余りが参加した。

　新型コロナウイルス感染症が世界中に広が

り、国内においても感染の拡大による緊急事

態宣言の発令と、それに伴う様々な自粛がすす

められることで、休業を余儀なくされる、また

売上が激減する会員企業もではじめた。

　今回の緊急WEB例会では、参加者が資料

として配布されたエクセルシートを操作し、自社

の情報を入れていくことで、それぞれの会社の

体力が数値化された。このまま売り上げ減が続

けば自社はどのくらい持続可能なのか・・必要

な数値が打ち込まれれば具体的に今後の資金

的な問題が数値となって表れる。そのうえで、

資金繰り対策をいかに実施していくか。売上減

少による資金繰りシミュレーション作業は経営

者に、より具体的な行動を要求する。国・各地

方自治体自治体の資金繰り支援策などの活用

方法も紹介された。そのなかで「手続きが遅く

なればお金が下りるのに時間がかかる。」「金融

機関はこれまで普段使いで取引してきたところ

を利用することが時間短縮につながる」「地方

自治体の支援は大きな額ではないが対応が早

い」「当面、借り入れに時間を要しているところ

はつなぎとして、各保険会社が用意している経

営者保険からの経営者貸付が早い」など、具

体的に意見の交換が行われた。

　そのうえで、さらに具体的な話として、参加

企業からは現段階での売り上げ状況、対応、

対策などの報告も出た。

　「弊社は下請け。元受けが仕事を減らしてい

て、弊社に外注してくれていた部分の仕事を内

製化することでこの困難を乗り切ろうとしてい

る。そうなると我社への注文が激減する」「既

存の仕事が止まり始めた、数年前から準備して

いた新しい分野への展開を急ピッチに進めてい

るが、お客様に会えないことで新規開拓が難し

い。」「すべての納品先から休業の連絡が来て

いる海外工場の製造も途絶えており、売り上げ

はいつもの月の１割まで落ち込んでいる」「顧み

経営労働委員会Zoom会議

youtube 動画より
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たら消費税増税から落ち始めていた。顧客先も

道の駅などで店を開けた方は何とかやれている

が、宮崎では12月まで仕事がないという方もい

た。」（以上製造業）「ここへきて設備投資をや

めたいと、お客さんから電話が来た。割と影響

がないかと踏んでいたと思っていたところからも

キャンセルが入り始めた。今まで見えていなかっ

たところが表れてくる気がする」（建設業）など

など、厳しい実情が語られた。2回にわたって

講師を務めた「こいあい税務会計」の片平氏は

「厳しい数字だが、経営者自身がしっかり自社

の会計数字を見ることからしか始まらない。こ

のさき、業態事態が変化することも考えられる。

何とか1年持ちこたえられる資金を確保し、ポ

ストコロナをいかに生きるかともに学んでいきま

しょう」と締めくくった。

　コロナ禍で会議を開くことが出来ない中で、

各支部、委員会でZOOMというソフトウエアを

利用したインターネットＷＥＢ会議が行われるよ

うになった。

　経営労働委員会では今年度の経営指針をつ

くる会の開催を検討していたが、宿泊研修や、

会場に集まっての取り組みはむずかしい状況と

なったため、ZOOM会議で開催することが検

討された。この間にNEWS１で紹介した 2度

の例会、3回の委員会をZOOM会議でおこなっ

た。「資料の共有が画面上でリアルタイムに行

えるため、ホワイトボードを活用するよりもわか

りやすい」などの利点もわかり、集える状況に

なるまではZOOM会議にて実施するに至った。

（受講生6 名）

　鹿沼・日光支部でもZOOMによる幹事会が

開催されていて、久しぶりに顔を合わせて（画

面上）の会議に笑顔もこぼれた。参加者はこ

の2か月で目まぐるしく変わる環境の中、それ

を乗り切るために、自社でどんな取り組みを行っ

ているかを語りあった。（写真）

　日本語学校を経営するY社長は「鬼怒川の

ホテルを中心に雇用されていた生徒 77名のア

ルバイト先が無くなった。今市の駅近くにアパー

トをおさえ、これまでの取引先をめぐって全員

のアルバイト先を獲得した。生徒たちの当面の

生活資金については社会福祉協議会へ生活資

金貸付の交渉をし、これも獲得した。」とこの

間の劇的な変化対応を語り「地域や業種の一

点集中は怖い。効率は良くなくても分散は大切

だと実感した。ベトナムにまだ28 名が待機して

いてオンライン授業をしているが、アフターコロ

ナを見据えて、アルバイト先を確保していく予定

だ。」と述べた。また、就労支援事業を営むK

氏は「利用者の送り迎えが『密になる』ことで

難しくなった。一時は利用者の来所率も下がっ

たが、WEBによる面接・学習に切り替えたこ

とで格段に利用率が高まった。」と語るなど、

役員がそれぞれに日々変わり続けたフェーズの

中で、取り組んできたことを話し合った。それ

ぞれが立ち止まらずに動いていることに、会員

みなさんをたのもしく感じた。（写真）

鹿沼・日光支部ZOOM会議



ひこばえの底力　
　樹木や農作物で一度地上部分を収穫されてしまっ

た後の、残った切り株から生えてくる芽を「ひこばえ」

というのだそうだ。

　雑木林を歩くと、切り株を中心に三～四本の幹を

持つ樹木をよく見る。人間に一度切られてしまった

ことでかえって複数の幹を持つ立派な姿に育ったの

である。こうしたひこばえを見ると、いつも植物の再

生能力に感心させられる。

　十一月の中頃、田んぼのあぜ道をジョギングして

いた時の事。ふと、田んぼを見ると稲刈り後の切り

株は皆、三十センチくらいの緑色のひこばえを生や

していた。

　まあ、いつもの光景と思って通り過ぎようとしたの

だが、よく見ると何とそのひこばえ達がそれぞれ稲

穂をつけているのに気付いた。

　それぞれ小さな実がわずか数十粒程度ずつだが、

確かに稲籾をつけている。

　九月の稲刈りから僅か二か月、一度収穫され切り

株だけになってしまった稲は、根に残った養分で新

たに芽を出し葉をつけた。そして、冬に向かって日

に日に短くなる日照を最大限取り込み大急ぎで光合

成をし、養分を貯め、花を咲かせ、稔らせたのに違

いない。

　人間にとって嬉しい収穫の時も、稲にとってみれ

ば大災難、子孫を残すべき大切な種を全て失う緊

急事態だ。何とかしてリカバーしないと絶滅してしま

う。

　樹木などの多年性の植物であれば、慌てなくても

取り敢えず来春に期待しながら冬を越すことが出来

る。しかし、一年性の植物にとっては、成長が中途

半端な段階で冬を迎えてしまえば、それまでの努力

は水泡に帰してしまう。

　何としても、種を作ることだけが唯一の越冬手段

である。迫りくる冬を前に、短期決戦で種を残した

底力に感心し

た。見事な危

機対応力であ

る。

　われら人間

も含め、全て

の生き物にとって種の保存は究極のテーマだ。生存

競争と自然淘汰の中で生き残れなかった生物は数

多くいた。しかし、今生きている者にとっては逆に

先祖をたどれば、はるか遠く地球上に生命が誕生し

たその時まで、連綿と途切れることなく命のリレー

が続いてきていることは間違いない、我らはみんな

様々な逆境を乗り越えてきた進化の勝ち組なのであ

る。

　かつて恐竜を滅亡させた地球環境の激変や氷河

期、害虫、疫病など様々な逆境を生き抜いてきた記

憶は遺伝子にしっかり刻まれており、普段は忘れら

れていても緊急事態がスイッチとなって目を覚ますの

だ。人間も幼いころに栄養不足で育つと飢餓対応

の遺伝子のスイッチが入ってしまい、栄養をため込

んで肥満になりやすい体質になってしまうそうだ。

　様々な環境変化に対する適応力は過去の進化の

勝ち組としての現生物すべてが持つ能力なのだろ

う。

　稲は長年にわたり栽培され人間に食べられるため

に品種改良を続けられてきた。人間にとってひこば

えが種もみを作る必要性はなくなっているのだが、

種としての危機対応プログラムはしっかりと遺伝子

にきざまれており、稲刈りと同時にスイッチが入り、

復元能力を発揮したのだ。

　最悪な条件下でも、何とか種を残すひこばえに生

命の逞しさを見た気がした。パンデミックで世界的

危機となった昨今、人類の眠れる免疫能力が覚醒し

て早く乗り越えられるよう願うばかりだ。

　さて、一方で人間に庇護されない生物たちにとっ

ての環境は現在、かつてないほどに脅かされてきて

いる。地球温暖化はじめプラスチックごみなど人類

の欲深い増殖は多くの生命種にとって最大の脅威と

なってきている。

　さらに人類はついに、進化の大切な記憶が詰まっ

た遺伝子にまで手を付けて己の欲望のために改造

するようになってしまった。これは、地球上の多くの

生物たちにとって最大の脅威、緊急事態である。

　もしかすると地球環境という生命の大きな集合体

からみれば、この脅威に対する復元プログラムは既

に発動されているのかもしれない。

「人類を減らせ……」と。

㈲赤札堂印刷所　小山研一

エッセイで

ちょっと一息



６６月月 曜曜 ６６月月行行事事予予定定 時時刻刻 会会場場 ７７月月 曜曜 ７７月月行行事事予予定定

1 月 中同協社員教育委員会 14:00～ zoom会議 1 水

2 火 経営指針をつくる会第1講　 19:00～ zoom会議 2 木 鹿沼・日光支部幹事会

3 水 3 金

4 木 4 土 　

5 金 5 日

6 土 6 月

7 日 7 火 経営指針をつくる会第3講

8 月 8 水

9 火 9 木

10 水 中同協幹事会 14:00～ zoom会議 10 金

11 木 鹿沼・日光支部幹事会 19:00～ zoom会議 11 土

12 金 12 日

13 土 13 月

14 日 14 火 中同協総会

15 月 15 水 理事会

16 火 栃木同友会理事会 18:00～ 宇都宮市東市民活動センター 16 木 県南支部例会

17 水 緊急WEB例会第3弾　　　
18:00

～
21:00

zoom会議 17 金 緊急WEB例会４　　　zoom会議

18 木 18 土

19 金 19 日

20 土 20 月

21 日 21 火 鹿沼・日光支部例会　

22 月 鹿沼・日光支部例会　 18:30～ zoom会議 22 水

23 火 23 木 海の日

24 水 経営指針をつくる会第2講　 19:00～ zoom会議 24 金 スポーツの日

県央支部幹事会 19:00～ zoom会議 25 土

県南支部例会 18:00～ zoom会議 26 日

26 金 27 月

27 土 28 火 経営指針をつくる会第４講

28 日 29 水

29 月 30 木

30 火 31 金

※ は、該当者のみの参加となります。

は、どなたでも参加できます。
は、全国行事です。

栃栃木木同同友友会会2200//６６〜〜７７月月行行事事予予定定表表　　参加のご連絡および内容確認は事務局にお問い合わせください

栃木県中小企業家同友会事務局
〒321-0968 栃木県宇都宮市中今泉2－3‐13　小山ハイツ103
Tel 028-612-3826　 Fax 028-612-3827
E-mail t-doyu@ninus.ocn.ne.jp
URL http://www.tochigi.doyu.jp/

〇新型コロナウィルス感染症等の影響により、中止や延期またzoom会議への移行となる場合がございます。例会等をzoom会議
で行う時は改めまして参加の仕方などをご案内させていただきます。ご不便をおかけいたしますがよろしくお願いいたします。

25 木
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